	生活リズムに関する到達目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎は今年度の重点項目

	小

学

校
	
	発育・発達の特徴
	学校の実態
	健康観察
	食　　事
	睡　　眠
	運　　動
	排　　便

	
	低
学年
	・食事、睡眠、着衣などの身の回りのことは大体できる。

・善悪の判断は保護者や教師に依存する傾向がある。

・自己中心的ある。
	規則正しい生活ができている者が多いが、保護者に依存するところが大きい。（保護者の影響が大きい）
	・体調の変化に気づき、具合が悪いことを伝えることができる。


	・好き嫌いをしないで食べることができる。

・よくかんで食べることができる。
◎朝食の大切さがわかる。
	・早寝早起きの大切さがわかる。

・自分で目覚めることができる。


	・外に出て元気に遊ぶことができる。

・安全に気をつけて外遊びができる。
	・決まった時間に排便のためにトイレに行く時間をつくることができる。

	
	中学年
	・衛生面を意識して、身の回りのことはほとんどできる。

・異性への関心がではじめる。

・仲間意識が強くなる。

・自我意識が芽生え反抗的になる。

・初経をむかえる児童がではじめる。
	生活習慣の自立が進むが、不十分なので、保護者の手助けが必要な時もある。就寝時刻が少しずつ遅くなる傾向が出始める。
	・どこの具合が悪いのかがわかり、その程度（学習活動の可否）を自分で伝えることができる。
	・バランスのある食事をとることの大切さがわかる。

・３食規則正しく食べることの大切さがわかる。
	・決まった時間に寝て、自分で目覚めることができる。

◎睡眠と健康の関係がわかる。
	・外遊びが進んでできる。

・健康と運動の関係がわかる。
	・排便と食事、運動との関係がわかり、自分の生活を振り返ることができる。

	
	高学年
	・衛生面を意識して、身の回りのことは一人でできる。

・自主独立の傾向が強くなる。

・自律的な行動ができるようになる。

・異性と協力できるようになる。

・変声期をむかえる児童がではじめる。
	生活習慣の自立が進み、保護者の手助けが無くても健康を保てるようになりつつある。しかし、就寝時刻はさらに遅くなる。
	・不調の症状や経過だけでなく、その原因についても考え、必要な相手に伝えることができる。

・周囲の健康にも気を配ることができる。
	・栄養のバランスを考えて、３食きちんと食べることができる。
	◎望ましい睡眠のとり方やなぜ睡眠が必要なのかを知り、自分の生活に生かすことができる。
	・自分に合っためあてをもち、体力の向上を目指した運動ができる。
	◎排便と生活習慣との関係がわかり、自分の生活を振り返り、工夫をすることができる。


